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登校が再開された大方高校

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
に
、

在
宅
学
習
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
生
徒
、
学
生
に
、
「
在
宅

修
学
支
援
金
」
の
給
付
制
度

が
創
設
さ
れ
た
。

　
現
在
の
申
請
者
数
と
、
申

請
を
促
す
た
め
の
広
報
の
方

法
に
つ
い
て
問
う
。

　
６
月
８
日
現
在
の
申
請
者

数
は
、
３
１
６
人
。
見
込
み

数
が
５
２
８
人
で
あ
る
た
め
、

約
60
％
の
申
請
率
と
な
っ
て

い
る
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、
支
援

金
の
一
覧
表
の
全
戸
配
布
、

黒
潮
町
の
公
式
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し
た
ほ
か
、

　
　
在
宅
介
護
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
は
現
在
何
名
か
。

　
本
町
で
は
、
黒
潮
町
在
宅

公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
６
月
黒
潮
町

広
報
に
も
掲
載
を
行
っ
た
。

県
内
の
特
別
支
援
学
校
、
県

立
高
校
、
大
学
等
に
も
周
知

の
案
内
文
書
を
送
っ
た
。

　
様
々
な
理
由
で
申
請
が
で

き
て
い
な
い
家
庭
に
は
、
福

祉
部
門
等
と
も
連
携
し
、
個

別
訪
問
す
る
な
ど
し
て
支
援

し
て
い
き
た
い
。

介
護
手
当
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
在
宅
で
介
護
さ
れ

て
い
る
介
護
者
を
激
励
し
、

そ
の
労
に
報
い
る
と
と
も
に
、

町
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

在
宅
介
護
手
当
を
支
給
し
て

い
る
。
令
和
元
年
度
の
在
宅

介
護
手
当
の
支
給
状
況
は
、

実
人
数
で
32
名
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
公
共
工
事
は
、
４
月
か

ら
６
月
の
発
注
は
少
な
い
傾

向
に
あ
る
。
前
年
度
か
ら
の

繰
越
予
算
工
事
の
状
況
と
推

進
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

　
工
事
発
注
等
が
伴
う
繰
越

予
算
に
つ
い
て
は
、
繰
り
越

し
調
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
請
負
工
事
を
含
む

も
の
が
14
事
業
。
金
額
に
し

て
６
億
２
千
万
円
程
度
に
な

る
。

　
推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
に
つ
い
て
の
計
画
期

間
と
し
て
、
集
約
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
全
て

の
事
業
に
お
い
て
、
始
期
が

令
和
２
年
４
月
か
ら
と
な
っ

て
お
り
、
終
期
は
各
事
業
に

よ
り
差
異
が
あ
る
。
こ
の
差

異
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
の

詳
細
な
推
進
計
画
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
基
本
的
に
は
、
請
負
工
事

等
の
発
注
が
少
な
く
な
る
４

月
か
ら
６
月
の
発
注
を
行
う

た
め
、
早
期
発
注
、
早
期
着

工
が
可
能
で
あ
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
そ
の
目
標
に
向

か
っ
て
各
課
、
各
室
に
お
い

て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。
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